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第３７回数理社会学会大会プログラム 
            日時：２００４年３月２７日(土)～３月２８日(日) 

会場：東京都立大学国際交流会館 

大会委員長  高橋和宏（東京都立大学） 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 
 

 
シンポジウム「公共性概念：その内包と外延」に関するお知らせとお願い 

 
当日の議論の題材になる「ショートペーパー」は、数理社会学会ホームページに掲載される予定です。

ホームページの情報にご注意をお願いいたします。その他このシンポジウムに関する必要事項もすべて

ホームページに逐次掲載する予定ですので、参加予定者は、必要な資料をあらかじめダウンロードして

頂きますようお願い申し上げます。ホームページにアクセスが不可能な方、その他に不明の点のある方

は、コーディネーターの志田（E-mail:shida_k@mub.biglobe.ne.jp FAX：045-339-3426）までお気軽

にお問い合わせ下さい。 

 

大会参加費は以下のとおりです。 

      参加費：        一般（会員）  2,500円  学生・院生（会員）  2,000円 

                 一般（非会員） 3,000円  学生・院生（非会員） 2,500円 

      懇親会費     一般          4,000円   学生・院生          3,000円 

 
なお、不明な点については下記へお問い合わせください。 

大会事務局：中尾啓子・稲葉昭英 
連絡先：〒192-0397 東京都八王子市南大沢 1－1  

東京都立大学人文学部社会学科 中尾啓子研究室 
TEL: 0426-77-2055  FAX: 0426-77-2059   
E-mail: nakao@bcomp.metro-u.ac.jp 

 
【３月２６日(金)】 
14：00 ～ 16：00 編集委員会  （人文学部棟 1階 143人文学部小会議室） 

 16：30 ～ 19：00  理事会    （人文学部棟 1階 143人文学部小会議室） 
   
【３月２７日(土)】 
 9：00  開場・受付開始 
 9：35  開会          大会委員長 高橋 和宏（東京都立大学） １階大会議室 
 
 
Ⅰ．午前の部 (9：40-12：20) 
 
【第１部会】 ゲーム理論の展開（9：40-10：50） １階大会議室 

司会：大浦 宏邦（帝京大学） 
 

１．環境維持行動の動学ゲームモデル 
 塚原伸也（京都大学） 25+15=40 分 
 
２．許容心の合理性：親子関係の一考察 
 山口一男（シカゴ大学）  20+10=30 分 



＊＊＊＊＊コーヒーブレイク＊＊＊＊＊ 
 
【第 2-1部会】 方法論の多様化と発展（11：00-12：20）  １階大会議室 
  司会：轟 亮（金沢大学） 
 

１．一般化χ２適合度検定の可能性 
――大規模サンプルの共有公開データが引き起こす問題への対処―― 20+5=25 分 

  保田時男（甲子園大学ほか非常勤講師） 
 

２．教育改革の複数テクストに対する概念ネットワーク分析 
――相互理解の可能性を支援する技法――  15+15=30 分 

○高橋和宏（都立大学） 山崎哲史（都立大学） 
朝永昌孝（都立大学） 松本元（AMS 会員） 

 
３．職業コーディング支援システム（NANACO）の開発  15+10=25 分 

○高橋和子（敬愛大学） 須山敦（東京工業大学） 
村山紀文（東京工業大学） 高村大也（東京工業大学） 
奥村学（東京工業大学）     

 
 
【第 2-2部会】ネットワークと制度への数理的アプローチ（11：00-12：15） １階中会議室 
 司会：平松闊（甲南大学） 

 
１．物・道具，行動，制度の記号論理表記と確立３ 制度・権力・組織 20+5=25 分 

○香村由紀  木村良晴（京都工芸繊維大学） 
 
２．行為とネットワークのカタストロフ・モデル 

鈴木努（東京都立大学） 20+10=30 分 
 
３．他者ネットワーク認知に対するパス距離の影響 

大西康雄（山梨県立女子短期大学）15+5=20 分 
 
 

＊＊＊＊＊ 12：２0-13：20 昼食 ＊＊＊＊＊ 
 

 
 

昼食時間に職業コーディング支援システム（NANACO）のデモンストレーションを行います。 
時間・場所等の詳細は当日のアナウンスをお待ち下さい。 

 

おしらせ 



Ⅱ．午後の部（13：20-17：15） 

 
【第３部会】 不平等の理論的探究（13：20-14：25）  １階大会議室 
  司会：佐藤俊樹（東京大学） 

 

１．社会学における不平等度比較についての考察――新しい指標を用いた不平等度比較―― 
佐藤智明（神奈川工科大学） 25+10=35 分 

 
２．部分集団サイズの変化と全体ジニ係数 

浜田宏（日本学術振興会） 20+10=30 分 
 

＊＊＊＊＊コーヒーブレイク＊＊＊＊＊ 
 
 
【第４部会】シンポジウム（14：45-17：15）              １階大会議室 

 
公共性概念：その内包と外延 

     
【オーガナイザー・司会】 志田 基与師（横浜国立大学） 

 
 
 
 
【総  会】  17：20-18：20        １階大会議室 
 

【懇親会】  18：30-20：30       国際交流会館レストラン 
 
 
 
 
 
【３月２８日(日）】 
 
  9:30  開場 
 
Ⅲ．午前の部 (10：00-12：40) 
 
【第 5-1部会】道徳と共同体の数理（10：00-11：00） １階大会議室 
  司会：籠谷 和弘（関東学院大学大学） 

 

１．進化シミュレーションによる道徳の生成と秩序形成 
中井豊（芝浦工業大学）  20+10=30 分 

 
２．繰り返し囚人のジレンマゲームにおけるオストラシズムの役割 25+5=30 分 

○野村良一（立命館大学）  岡村誠（広島大学） 
 



【第 5-2部会】階層・移動研究の発展（10：00-11：00） １階中会議室 

司会：織田輝哉（慶應義塾大学） 

 

１．地位達成における出身地と地域移動の効果――出身階層よりも強い要因―― 
林雄亮（立教大学） 20+10=30 分 

 
２．韓日における有力者との関係的資源――国際比較上の問題点―― 

村瀬洋一（立教大学）  20+10=30 分 
 
＊＊＊＊＊コーヒーブレイク＊＊＊＊＊ 
 
【第６部会】 協力と社会的ジレンマ(11：10-12：40)  １階大会議室 
  司会：長谷川計二（関西学院大学） 

 
１．協力のＵ字カーブ 

――所属集団を変更できる社会的ジレンマ実験（３）――  20+10=30 分 
○小林盾（シカゴ大学） 大浦宏邦（帝京大学） 

 
２．プレイヤーの行動に影響を与える要因について 

――所属集団を変更できる社会的ジレンマ実験（４）―― 20+10=30 分 
○藤山英樹（獨協大学） 大浦宏邦（帝京大学） 
 

３．社会的ジレンマと協力概念 
 武藤正義（東京工業大学） 20+10=30 分 

 
 
 
 12：40  閉会          大会委員長 高橋 和宏（東京都立大学） １階大会議室 
 
 
 
 
 
 
(備考) 
1. ○印は発表者（登壇者）を示します。 
2.報告者名の後に発表・討論時間を示しています。たとえば「20+10=30分」は、発表 20分、討論 10 分 
  で合計 30分であることを表します。 
3. 「抜き刷り交換コーナー」を設けます。これまでに書かれた論文・報告書・マニュアル等で配布で

きるものがあればお寄せください。印刷物だけでなく、自作のコンピュータ・ソフトウェアなどもど
うぞ。 事前にお送りいただいても結構です。「交換用抜き刷り」と表記して大会事務局（中尾啓子研
究室）宛にお送り下さい。 
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